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平成３０年 
７月発行 

長野南高校 

  

第３６回南稜祭実行委員長の飯島成未です。 

今年の目標は、｢全校で作りあげる文化祭にし、関わるすべての人に素晴らしい思い

出となるようにする」です。目標にあるように日頃お世話になっている保護者の方や

地域の方々に感謝の気持ちを伝え、また、生徒一人ひとりが日頃の成果を発揮できる

ように全校で作りあげるものにしていきたいと思います。 

来年度入学を考えている中学生のみなさん、ぜひ来てください！ 

お待ちしています！ 

   

男子ハンドボール 優勝 

(インターハイ出場) 

弓道(団体女子)  ベスト８ 
  

囲碁・将棋(将棋個人戦 B 級)  

        小林 大起(２年) ５位入賞 

体験入学のお知らせ 
平成３０年７月３０日(月)  

受付   ８：４０ ～  ９：００ 

全体会   ９：０５ ～ １０：００ 

体験授業  １０：２０ ～ １１：１０ 

クラブ見学・施設見学  １１：１５ ～ １１：５０ 

アンケート記入後、終了となります。 

＊第２回公開授業を１０月１５日(月)に予定しています。 

【昨年の文化祭の様子】 

【県大会壮行会】 

第３６回 南稜祭 
｢It’s笑 time！～咲き誇れ笑顔の花たちよ～｣ 

平成３０年７月７日(土) 一般公開(１０:００～１６:００) 

その他 県大会には 

陸上・女子バスケットボール・女子ハンドボール・ソフトテニス が出場 
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今年度の進路希望について 

進路指導係 山﨑 一男 
 

 本校では４月に進路希望調査を行いました。次の表は、３年生の進路希望について比較したものです。 

年度 国公立大 私立大 公立短大 私立短大 専門学校 就職 公務員 未定他 

２８ ２４ ４６ １４ １４ ６３ ８ １０ ２ 

２９ ４２ ４６ １ １１ ６２ ９ １３ ４ 

３０ ３２ ４５ ３ ２４ ７４ １１ ３ ２ 

これを見て、今年度の傾向として言えることは次のことです。 

① ４年制大学志望者がわずかに減少し、反対に短大希望者が倍増しました。その他、専門学校希望者が微増

しました。それ以外に目立った変化はありません。 

② 専門学校の進学希望者増加数は、４大進学希望者の減少分とほぼ同数です。希望する分野には特徴があり

ます。医療看護系を希望する生徒は全体の２８％を占めます。このことは表からは分かりません。 

③ 公務員は、希望者減になりました。 

④ 以上、進路希望調査の概略を申し上げましたが、補足があります。昨年度から顕著になったことが、県内

公立大学が３大学に増えたことです。これによって、県内の４年制大学への進学が厳しくなりました。本

校にとっては深刻な事態です。「学力保証」「進路保証」が重要であるのは言うまでもないことであります。 

「進路保証」に向け、学校を挙げて努力をしていくつもりです。 

先輩からのメッセージ② ｢挑戦すること｣ 
     芸術(美術) 保科 聖音          

5 月 28日から 6 月 15日の 3週間、教育実習生として本当にお世話になりました。 

人とすぐに親しくなれたり、トーク力がある訳でもない私が 3 週間心がけていた事があ 

ります。それはとにかくやってみるという事です。 

・初めての事、不得意な事でも挑んでみる 

・やるからには全力で 

・失敗しても落ち込み過ぎない 以上の 3 点を頭の隅に置いて皆さんもこれからを過ごしてみて下さい。 

全力で挑むことの楽しさや意外と頑張れる自分、助けになってくれる周りの人の存在、新しい知識など多く

に気づき学ぶ事ができるでしょう。やらないよりやってみた方が得るものは多いです！これからたくさんの事

を皆さんは経験していくと思います。その過程でこのメッセージを思い出して頂けたら幸いです。 

3 週間本当に楽しかったです。ありがとうございました！！ 

                先輩からのメッセージ① ｢何にでも好奇心！｣ 
数学 若林 那旺 

3 週間、長野南高校でお世話になりました教育実習生の若林那旺です。 

最初は不安ばかりで臨んだ教育実習生は終わってみるとあっという間でした。 

授業の準備で苦労している中、生徒の皆さんと関われた時間はとっても貴重で 

充実したものになりました。 

私から学生の皆さんへのメッセージは｢何にでも好奇心を持つ｣ということで

す。日常の中で、何でだろう？どうして？と思ったことは、なんでも調べてみる・聞いてみる・考えてみる。そ

れが、研究するということです。その時、諦めるのではなくて、やり通すということが大切だと思います。これ

らは大変だと思いますが、知識・経験として蓄積されていき、将来、絶対に役に立つと思います。3 週間、あり

がとうございました。 


